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1 ．はじめに
岩手県久慈市小久慈に分布する久慈層群玉川層の

ボーンベッド（後期白亜紀：挟在する火山灰に含まれ
るジルコンのウランー鉛放射年代は約9,０5０万年前を
示す；Hirayama�et�al.�2０21）では，2０12年より早稲
田大学と久慈琥珀博物館によって定期的（ 3 月と 8
月）に共同発掘調査が実施されている（参加者は延べ
3００名）．また調査地に隣接する久慈琥珀博物館が運営
する「琥珀採掘体験場」からも2００点の脊椎動物化石
が発見されている．さらに，2０16年からは平山郁夫シ
ルクロード美術館で開催している「化石発掘体験」で
8００点を超える脊椎動物化石が玉川層から採集されて
いる．以上の調査やイベントを通じて，総数3,538点，
3０タクサの脊椎動物化石が玉川層から確認されてい
る．

2 ．久慈層群玉川層から確認された爬虫類化石
玉川層から採集された爬虫類化石は1,516点，2０タ

クサに達する．カメ類は特に多く，1,187点を数えて

おり，Adocus kohaku（アドクス科：Hirayama�et�al.�
2０21；甲長は最大7０cm と推定）やスッポン科，スッ
ポンモドキ科，リンドホルメミス科，ナンシュンケリ
ス科，さらにウミガメ上科など 6 科 7 タクサが含まれ
る．Adocus やスッポン科，スッポンモドキ科は，い
ずれも首を伸ばすと全長 1 m 前後に達したと推定さ
れる．

次いでワニ類（体長は最大約 3 m と推定：久保泰
による私信）が多く，213点が確認される．恐竜類の
資料の大半は遊離歯であり，竜脚類が特に多，56点に
達する（Sakaki�et�al.�2０22）．獣脚類では 5 タクサの
遊離歯が確認される（上田裕尋による私信）．鳥盤類
は希少であるが，ハドロサウルス類と角竜類の遊離歯
が認められる．翼竜類では翼開長約 3 m と推定され
る断片的な指骨が確認されている．

コリストデラ類では，これまで体長 1 m 前後と推
定される 8 点の椎骨が採集されているが，これは後期
白亜紀における本群のアジア唯一の貴重な産出例であ
る（Matsumoto�et�al.�2０22）．鰭竜類は遊離歯 2 点が
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確認されている（佐藤たまきによる私信）．トカゲ類
（有鱗目）は，椎骨や四肢骨など 4 点が認められる．
このうち胴椎（OSD�2325）は体長 1 m 前後に達する
オオトカゲ類（下目）のものである可能性が高い（図
1 ：池田忠広による私信）．
変温動物であるカメ類の多様性が大きく，体長 1 m

前後に達する大型種が含まれることなどは，当時は年
間を通じて温暖湿潤な現在のベトナム以南の東南アジ
アのような古気候であったことを示唆する．

3 ．久慈層群国丹層から確認された爬虫類化石
近年は，久慈市に隣接する野田村玉川海岸の久慈層

群国丹層からもウミガメ類（上科）やモササウルス類
（遊離歯）など海生爬虫類の化石が見つかっている．
ウミガメ類は，後期白亜紀の蝦夷層群や和泉層群から
多産する Mesodermochelys の祖先形と考えられるタク
サであり，これまでに同一個体のものと思われる背甲
の大部分（甲長6０cm と推定）や四肢骨，頭骨などが
採集されている（図 2 ）．なお淡水性と思われる

図 1 ．玉川層から発見されたトカゲ類（有鱗目）の胴椎（OSD 2325）．

図 2 ．国丹層から採集されたウミガメ類（上科）の骨格．
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Adocus の保存良好な甲羅（図 3 ）が確認されている
ことから，国丹層は河口付近に隣接する浅海環境で
あった可能性が考えられる．

謝辞
2０12年 3 月から2０24年 8 月にかけて実施された久慈

層群玉川層の発掘調査に際しては，故・佐々木和久氏
（久慈市），山口喜博博士（帝京平成大学），鵜野光博
士（早稲田大学），ならびに故・大倉正敏氏（江南
市）に大変お世話になった．また久慈層群国丹層の発
掘調査では，高橋栄治氏（八戸市）に特にお世話に
なった．吉田将崇博士（慶應義塾横浜初等部）や三塚
俊輔氏（Basin�Films），伊藤愛氏（東京大学）ら早稲
田大学や日本大学，東北大学，愛媛大学，東京大学，
北海道大学，東京学芸大学，熊本大学，信州大学，
TCA 東京 ECO 動物海洋専門学校などから参加した
大学院生や学部生の方々に協力していただいた．脊椎
動物化石の同定に関しては，真鍋真博士（国立科学博
物館），對比地孝亘博士（国立科学博物館），小林快次
博士（北海道大学），髙桒祐司博士（群馬県立自然史
博物館），宮田真也博士（城西大学），松本涼子博士
（神奈川県立生命の星・地球博物館），楠橋直博士
（愛媛大学），佐藤たまき博士（神奈川大学），黒須球
子氏（中国地質大学），上田裕尋博士（東京農工大
学），池田忠広博士（兵庫県立人と自然の博物館），な
らびに久保泰博士（早稲田大学）らにお世話になっ
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久慈琥珀博物館ならびにクラウドファンディングによ
り負担していただいた．以上の方々と研究機関に厚く
御礼申し上げる次第である．
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要旨

岩手県久慈市の久慈層群玉川層（後期白亜紀）からは，これまでに20タクサに分類される総数
1,516点の爬虫類化石が採集されている．カメ類は1,187点を数えており，次いでワニ類213点が確認
される．恐竜類の遊離歯では竜脚類や獣脚類，および鳥盤類のハドロサウルス類や角竜類が認めら
れる．他に翼竜類やコリストデラ類，鰭竜類，トカゲ類（有鱗目）などが確認されている．またウ
ミガメ上科のカメ類やモササウルス類などの海生爬虫類の化石が野田村玉川海岸に分布する国丹層
（玉川層の上位に位置する）から採集されている．


